



今年度、実践女子大学文芸資料研究所の所蔵に帰した、 『伝藤原為家筆源氏物語常夏 （模写） 』 は、書写奥書により、
弘化三年 （一八四六） 六月に模写されたものであることがわかる。江戸時代最末期に模写されたものではあるが、その親本は 「伝藤原為家筆大四半切源氏物語」 として伝存している古筆切のツレだと考えられる。 伝藤原為家筆大四半切は、常夏巻の断簡が現時点で知られておらず、当該模写本との比較はできないが、原本が今なお秘蔵されている可能性も残っていよう。　
もちろん、親本とされた原本が現存しており公開されることが望ましいが、現時点では紹介されていない。当該模

































本文は、 常夏巻がすべて書写されている。ただし、 二六五～二七五行目と、 二七六～二八六行目とは順序が逆になっ
ている。この順序が逆になっている二十二行は、影印からわかるように、第十三紙の十四行目から第十四紙の十四行目であり、該本 料紙の綴じ誤りによ ものではないことが明ら である。親本の段階で生じた誤りであろう。　
では、親本はどのような形態であったのか。巻物だと考えると 十一行分では横の長さとして短いであろう。十一
行というのは、冊子本の一面分として適当であ が、冊子本そのものでは十一行と十一行 み順序が入れ替わるというのは考えにくい。巻 に改装している、もと冊子本であれば 該本 ような誤りも起こりうるであろう。　
よって、親本は一面十一行詰 冊子本を 子本に改装したもので、改装する際に順序を誤って継いでしまったもの
と考えられる。順序が逆になる前の二六四行は、一面十一行詰の冊子本だと考えると、二四面分、すなわち一二丁分に相当する。一三丁表裏 この二六五～ 八六 目である。本文の五一〇 一面十一行詰の冊子本で考え と、四六面 （二三丁） 分＋四行となり、墨付二四丁の冊子本が親本の本来 形であったことがわかる。　
一面十一行詰で藤原為家を伝称筆者とする 『源氏物語』 と言えば、先に述べたように 「伝藤原為家筆大四半切源氏物
語」 として伝存しているも が思 浮かぶ この伝藤原為家筆大四半切は、 かなりの枚数が伝存し、 巻も多岐 わたる。また、巻子本に改装されて一巻すべてが現存し 巻もある。本文は河内 系統 、尾州家本との近さが指摘されている。　
該本の本文と尾州家本とを比較してみると、表記の違いを除くと、ほぼ一致する。該本には補入・ミセケチも見ら
れるが、訂正後の本文が尾州家本と一致する。二十三行 「せけし 事も」 （独自異文） 二六一行目 「もてないたまふ
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らん」 （御物本、 富田仙助蔵本、 鳳来寺本に一致） 、 四六〇行 「いとかろかなりや」 （御物本に一致） が尾州家本と異なる。ただ、二十三行目 「おきなひたる心地してせけしの事も」 とある 「せけし」 の 「し」 は、諸本とも 「ん」 とする。 「せけし」では意味をなさないが、該本には 「し」 としか読めない字が書かれている。ただ、下の 「の」 との間に不自然な空白もある。親本に虫喰いや損傷 あったために、 「し」 のよう 縦線しか残っ なかったのを、該本が忠実に模写したのではないだろうか。　
なお、一行目 「ひんかしの□□とのに」 、十一行目 「風はいと□くふけと」 、二十二行目 「なにと□□」 、四九五行目 「と
□□ゝ御ふみと」 、四九六行目 「しるし□□」 の□はすべて空白であり、書写した字を擦り消 跡は見られない。もとから何も書かれていないのである。十一行目は一丁オモテの最終行で、 手擦れによる損傷が生じやすい位置である。また、 一行目 ・ 二十二行目、 四九五 ・ 四九六行目は、 それぞれ紙の表裏に当たり、 親本に虫喰いがあり文字が読めなかった可能性が高い。一行目と 十二行目に見える□が虫喰いの跡だとすると、それが二十三行目 「せけし」 の 「し」 にまで及んでいたこ も考えられる。　
本文には、先に述べたように、補入・ミセケチが見られる。そ 中には、一、 二文字の訂正・補入だ ではなく、
数文字もしくは一行分と思われる補入・ミセケチも見られ 。二四一行目には やまかつ こむかへいてゝものめかしたつれ」と一行分の補入 見ら し、二六四行目には「なをひめきみの という本来の次 行に書か いたものを目移りで誤写 たも の訂正と思われるミセケチもある（二六四行目の次 、親本が正しく紙を継いでいれば二七六行 である） 。　
一、 二文字の訂正・補入 関しては、模写の際の誤写を訂正したものなのか、親本 ものを引き継いでいる か、





に二六四行目は、二七六行目にある 「給ても」 の 「も」 の目移りで 「なをひめきみの」 と書き、誤りに気付いて訂正していることになる。該本では起こりようのないミセケチ訂正がなされていることから、該本は親本をミセケチまでも忠実に模写したと考えられるのである。　
また、二六五～二七五行目と 七六～二八六行目の順序が逆になるためには、先に述べたように、それぞれが一面
に書写されていなければ起こらない。二四一行目に補入されている一行分が、親本において、補入で なく本行にかれていた場合、一面の行数が合わ くなる。先にも述べたように、二六四行目までは一面十一行で計算して、正しく十二丁分に相当する。こ ことか も、該本は親本 ある を忠実に模写したと考えられる証拠となろう。　
このような文字数の多い、補入・ミセケチが親本のものを忠実に模写しているのであれば、一 二文字の補入・訂
正も親本のものを引き継いでいる可能性があるのでは いか 親本が紹介 なければ解決はしないが、可能性として提示しておきたい。　
最後に、第一紙紙背にある裏書について触れておく。裏書には、
校異源氏物語によるに冨田仙助氏蔵伝為家本とも相違ありて同書とは同一本にあらざることしらる
と記される。 「校異源氏物語」 と う語が見られ から、 『校異源氏物語』 が出版された昭和十七年 （一九四二） 十月以降に たものであることは明ら である。 『校異源氏物語』 を改訂した 『源氏物語大成』 が出版された昭和二十八年 （一九三四） とこ 裏書が記された前後関係は不明であ が、終戦前後に該本を所蔵していた人物による覚書である
― 126 ―
と推定される。　
以上のように、 『伝藤原為家筆源氏物語常夏 （模写） 』 は、現在 「伝藤原為家筆大四半切源氏物語」 として知られるもの
を親本として書写された模写本である。親本のミセケチ・補入・損傷さえも忠実に模写しており、親本の存在が知られていない今、河内本系統の尾州家本と深い関係を持つ該本は、本文研究に有用な資料であると考えられる。翻刻・影印【凡例】一
　


















1  いとあつき日ひんかしの□□とのにいて2  給てすゝみたまふ中将の君もさふらひた3  まふしたしき殿上人あまたさふらひて4  にしかはよりたてま れるあゆおまへに5  てゝう ちかきかはのいしふしなとやう6  のせうよ 給にれいの内のおほい殿の7  君たち中将の御あたりを つねてまい8  りたまへりさ
しくねふたかりつるお
9  りよく物し まへるかなとておほみきま り10  ひ水めしてすいはんなととり
にさうとき












21  のすこしめつらしからんねふりさめぬへ22  からん事かたりきかせたまへなにと□□23  おきなひにたる心地して けしの事も24  おほつか しやとの給へはめつら き とて25  うちいてきこえん御も かたりもおほえ26  ねはかしこまりたるやうにてみないと27  すゝしき うらんにせ かをしつゝさふ28  らひ給いかにきゝしことそやおとゝ この29  ころほかはらのむすめたつねいてゝか30  つき給とまねふ人なんあり ことにさ31  ることかと弁の少将にとひたまふ
 
  しう


















42  まことなるへしとおほいていとおほ める43  つらにはなれてをくるゝかりをしゐてた44  つねたまふらんかいとふくつけきそかし45  こゝにこそいとゝもしきにさやうならんも46  のゝくさはひいとみいてまほしけれと の47  りも うき とやおもふらんさらに そ48  きこえねさても てはなれたるきはに あ49  らしらうかはしくとかくまき 給めり50  ほとにそこきよくすまぬみつに れ 月51  のくもりなきや のいか かあらんとほゝゑ
3536373839404142434445464748495051
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63  すなりけりかうきゝ給につけてもたいの64  ひめきみをみせたらんときあなつらは65  しからぬかたにてもゝてさは なんはやい66  とものきは
 
  しくかひあるところつきたま













76  ぬへきよはひにもなりにけりやとてにし77  のたい わたり給へはきみたちみな御ともに78  まいり まふたそかれときのおなしなをし79  ともなれはおほ
 
  しくたれともわきまへられ




























90  かに人のすき ひ らんにつきな かし91  かくて物したまふはい て◦
か
さやうならむ人の
92  ふかさあさゝを しらんと思しほいなんかなふ93  こゝちしけるた なるより さう
 
  しきに
94  ねかひおもひしやうなりなとさゝめききこ95  え給おまへにみたりかはしきせん いなともう96  へさせ はすなてしこのいろをとゝのへたる97  からのやまとのとませいとなつか くゆひなし98  てさきみたれたるゆふはへ み うおかしく99  みゆみなたちよりてこゝろのまゝにもえ り100  らぬをあかすおもひつゝやすらふいうそ とも101  なりなこゝろもちゐなともとり
 
  につけてこ











105  てなし給そなとの給中将のきみはかくよきなか106  にもすくれておかしけ なまめ 給へり中107  将をいとひ給こそ とゝはほいなけれまし108  物なくきら
 
  しかめるなかにおほきみ
109  たつすちにておほえかたくなゝりとにやと 給110  へはきまさはといふ人も侍けるを きこえ給いて111  そのみさかなもてはやされんほとはねか しから112  すたゝおさな とちむすひをきけんこゝろも113  とけ とし月 たて給こゝろむけのつらきなり114  また下らうなりよのきゝみゝかろし おもはれはし115  らぬかほにてこゝにまかせ給つらんにうしろ116  めたうはありなましやなとうめき かゝる117  御こゝろのへたてある御 かなりけりとき 給118  にもおやにし れ まつらんこ い119  きをあはれにいふせくお す月も きころな120  れはとうろに ほとなふらまいれりけち くて
104105106107108109110111112113114115116117118119120
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126  かやうの事は御こゝろに らぬにやとつきころおも127  ひおとしきこえけるかなあきの の月かけ128  すゝしきほといとおくふ くはあらてむしのこゑ129  にかきあはせたるほ けちかういまめきたる130  ものゝねなりこと
 
  しきしらへもなしやこの




138  事はかたきにやあらんたゝいまはこのうちのおとゝ139  にひきならふ人なしかしたゝはかなきおなし140  すかかきのほとによろつの物のねともこもりか141  よひていふかたなくこそひゝき ほれとかた 給142  へはほの
 
  こゝろへていかてかとおほすことなれは







147  つれさら すくれたるはさ ことにやはへらんと148  ゆかしけにせちに心いれてお ひ給へれはさ し149  あつまとそな た たるやうなれと御前の御150  あそひにもまつふんのつかさをめすは人のくにゝ151  はしらすこゝにはこれをものゝおやとしいたしたる152  にこそあめれ のなかにもおやと つ き御てよ153  りひきとり給へらんはこゝろことなり んかし154  こゝになともさる からんおり はも し給
138139140141142143144145146147148149150151152153154
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173  しうてゝもふれ給はすし しもひきたまは174  なんきゝとることもやあるとこゝろもとなきに175  よりそちか ゐさりよりていかなるかせのふ176  きそひてかうはひゝき侍そとよとてうち た177  ふき給へるさまほ けにいとうつくしけ りわ178  らひ給てみゝかた らぬ人のためにはみにしむ179  かせもふきそふかしとてをしやり給いとこゝ180  ろやまし人
 
  ちかう候へはれいのたはふれことも
181  えきこえ給はてなてしこをあか もこ 人
 
 











189  つらはしさになんまゆこもりもこゝろくるし190  うとの給きみうち きて191 　　
やまかつのかきほにおひしなてしこのも
192  とのねさしをたれかたつねんはかなけにきこ193  えなし給へるさまけにいとなつかしうわかやかな194  りこさらましかはとうちすんし給ていとゝしき195  御こゝろはくる きまてえしのひは ましう196  おほさるわたり給事もあ り しきり人197  のみたてまつりとかめむほとはこゝろのお ゝおほ198  とゝめてさるへき事をしいてつゝ御ふみ かよは199  ぬおりなしたゝこの御 のみあけくれ御こゝろ200  にかゝりたりなそかくあいなきわさをしいてゝ201  やすから ものおもひをすらんさおもは と こ202  ころのまゝにもあらはよの人のそし いはんこ203  とのかる
 
  しさわかためはさるものにてこの人











210  おほえかはたけ らんこ なる事なき納言のき211  はのふたこゝろなきにておもはんにはおとりぬへきこ212  とそとみつからおほしゝるにい
 
  をしうて宮
213  大将なとにやゆるしてま さても はなれ214  いさなひ りてはおもひたえ んやなとよろつ215  いふかひ きにてさもしてんとおもほすおり216  もありされとわたり給 御か ちをみ給いまは217  御ことをしへたてまつり給にさへ つけてちか218  やかになれよ 給ひめきみもはしめこそむく219  つけくうたておほえ しかかくてもなたら220  にうしろめたなき御こゝろは か けりとやう
 
 






224  さり給へはなをさてもえみすくすましうおほし225  かへ るまたさてこゝなからかしつきすへてさる226  へきおり
 
  はうちしのひものをもきこえてな
227  くさみなんやかく よなれぬほとのわつらは228  さこそいとこゝろく しう あるへけれおのつ229  からせきもりつよくともゝのゝこゝろしりそ
◦め
い







231  はしけく もさはらしかし おほしよるもいと232  けしからぬ御こゝろなりいよ
 
  こゝろやすからす









242  わたりの事はみゝとゝめてそおとしめ給や243  これにこそおほえあるこ ちしける の給少244  将かのにしのたいにすゑ給へるはいとこともなくけは245  ひみゆるあたりになん へ 兵部卿宮な いたうこゝ246  ろとゝめての給とかおほろけにはあらしとなん人
 
 
247  をしはかりはへめる 申給へはいてそれはかの ゝ248  の御むすめ おもふはかりの えのいといみ きそ249  人のこゝろみなさの こそ るよなめれかなら250  すさしもすくれ給 し人
 
  しき人ならは











258  せある人にてあるやうあらんとおほゆかしその259  いまひめきみはしもようせすはしちの御こにも260  あらしやさすかにいとけしきあるところつい261  給へる人にてもてないたまふらんといひおとし262  め給さていかゝさた らるなるなとの給てみ263  そまつはえ給はんもとよりとりわきて御なか264  もよし人からもなをひめきみの
かうさくな














275  みもらうありけたかきさまはしらすいとらう276  るあはひならんかしとの給てもなをひめきみの277  御こと かすくちをしくかやうにこゝろにくゝ278  もてなしてい にしなさんとやすからすいふ279  かしからせまし物をとねたけれはくらゐ はか280  りとみさらんかきり なをゆる か くおほさるゝ281  なりけりおとゝもねんころ い へさひ給282  はゝこそはまくるやうに なひかめとおほすをおと283  こかたはたさらにいられ給はす ゝろやましく284  なんと くおほしめくらすまゝ かるら にゆ285  りも くはひわたり給へ 少将も御ともにまい286  りたまふひめきみひるね 給へるほとなりけ287  たけにてつらつきのあかめるもおやの御めに288  はいとうつくしうみゆう はいさめきこゆる289  ものをなゝとかいと物はかなきさまにてはおほとの290  こもりたりける人
 
  もちかうさふらはていとあや















301  き事もあらしとぬ らかにこそを て給302  ぬな
れけにさもあることなれと人としてこゝろにも
















315  あたりていとをしかりしことのさはきにもおも316  なくてみえたてまつりける事よ いまそおもひ317  いつるもむねふか
たかりていみしうはつかしき
318  大宮よりもつねにおほつかなきことをうらみ こ319  え給へとかくの給につゝましうてえわたりみえ320  たてまつり給はすおとゝこのきたのたいのいま321  きみをいかにせんさかしらにかくむかへもてきて322  人かうそしるとてかへしをかんもいとかる
 
  し
323  くものくるを きやうなり てこめをき324  たれはまことにか つきこゝろあるかた 人325  いひなすなるもねたし女御の御 たなとにまし326  らはせてさるをこ ものに ないたら 人の
310311312313314315316317318319320321322323324325326
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327  いとかたはなりといひおとすなるかたちはたいと328  さいふは りやはあるなとおほして女御のきみ329  にこの人まいらせんみく しからん事はお330  いしらへる女房なとしてつゝますいひを331  へさせ給て御らんせよわかき人
 
  のことく











344  こゝろわかきたとりのすくなさなりなと申345  給もいとをしけなる人のおほえかなやかて346  この御かたのたよりに ゝすみおはしてのそ347  き給へはすたれたかや をしはりて五せ348  ちの みとてされ るわかき人のあると349  すくろくうち給いとせちに もみて350  せうさい
 
  とこふこゑそいとしたときや







357  さえたるさまともしたりかたち らゝ358  かに すかにあ 行つき る にてかみ359  うるわしうつみかろけなるをひたひのいと360  ちかきとこゑのあらさとにそゝこなはれ
344345346347348349350351352353354355356357358359360
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361  るなめるとりたてゝよしとはなけれとこと人362  とあらかふへくもあらすかゝみにおもひあはせ363  られ給にすくせこゝろうしかくてもの364  し給はつきなくうゐ
 
  しうやあることし
365  けくのみありてえとふらひ申さすやとのた366  まへはれいのい したとうてかくて候へはなに367  物おもひかはへらんとしころおほつかな ゆ368  しうおもひきこえさせし御かほをつ369  ねにもえみたてまつらぬこそてう ぬこゝ370  ちしはへれときこえ給けに身にちか371  つかふ人もおさ
 
  なきにさやうにてもみな










378  なとしらるゝきはになれはおやはらからのおも379  てふせなるたくひおほかへかめりましてとの380  給さしつる御けしきのはつ しきもみも381  しらすなにかそはこと
 
  しう思給へてまし
382  らひ侍はこそところせか めおほみおほつ383  ほとりにもつかうま り侍なんときこえ給 は384  えねんし給はてうちわらひ給てにつ385  かはしからぬやくなゝりかうたまさ に386  あへるおやにけうせんの ゝろあら の物のた387  まふこゑをすこしの めてきかせ給へさ は388  いのちものひなんか とおこめたまふおとゝ389  にてほゝゑみてのたまふ たの本上にこそは390  へらめおさなくはへりし時た 侍りはゝ391  のつねにくるしかりをし 侍りしをめ392  ほうしの たうた とこのうふやにはへりける393  あえ物となんなけきはへりたうひしけ394  いかてこのした
◦の
とさやめはへらんとおもひさわ
395  きたるもいとけ 心ふか あはれなりと
378379380381382383384385386387388389390391392393394395
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399  るつみにもかそへためるかしとの給て400  こなからはつかしけにおはするさまにみえ401  たてまつらんこそはつかしけれい にかく402  あやしきけはひをきゝさためすむかへよせ403  けんとおほし人
 
  もあまたみつきいひちら
404  さむことゝ もひかへしたまふもの ら女御405  のさとに物し給ころ時
  
  わたりまいりて



















422  ほろ の人みえにく さまなる御けしきをも423  みしらすさていつか女御殿へはまいりはへるへか424  らんときこゆれはよろしきひなとやいふへから425  むよしこ
  
  しくはなにかはさも思はれはけふ






432  るよろしきほ なるおやのおもひかしつかんに433  そたつねいてられ給はましといふ わりなし434  れいのきみの人のいふ事 ひやふり給らん435  いてあなめさまし はひ つくちにないは436  れそあるやうあるへきみにこそあめれとて437  はらたち給かほつきけちかうあひ
い
きやう









441  れはものいふさまもしらすこと るゆへなきこ442  とのはを こゑのとやかにをしゝつめて ひ443  いたしたる うちきくみゝにもおもりかにお444  ほえおか からぬうたかたりをするも はつかひ445  つき
    
     しくてのこり思はせもとすゑおしみ




447  ぬほとのうちきゝにはおかしかなりとみゝもとまる448  かしこゝろふかくよしあることをいひゐたり449  ともよろしきこゝろあらんともきこえすあはつ450  けきこわさまにの給いつることはた ち
   
    し



















466  かちにてうらにはま とやくれにもまいりこむ467  と思給へたつはいとふにはゆるにやはへらんいてや
   
   
468  あやしきはみなせかは をとて又はし はさて469  かくそ470 　　
くさわかみひたちのうみのいかゝさきいかて











483  りけりとて大夫の君といふ人もてまいりてひ484  きときて御らんせさす女御ほゝゑみ うちを485  き給へるを中納言のきみと ふいとちか さふら486  ひてそは
   
  みけりいまめかしき御ふみのけ
487  しきにもはへるかなとゆかしけにおもひたれは488  えみ らねはにやあらんもとすゑなくもみゆ489  るかなとてたまへりか り事かくゆへ
     
  しく
490  かゝすはおもひおとされなんや て いたまへ ゆつ491  りたまふもていてゝこそあらねわ き人
    
   は














506  ゐ給へりへにといふものいとあからかにか つけて507  かみけつりつくろひ まへるさまさる たに508  てにきわゝしうあいきやうつきたり御たい509  めんのほとさしすくいたることゝもあ け510  むかし
499500501502503504505506507508509510
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一一三　『伝藤原為家筆源氏物語常夏（模写）』
【書写興書】右二条為家卿真蹟源氏常夏巻一帖天弘
化三年丙午六月晦日模之畢
第一本
                    （花押）
　　　　
」 第二十五紙
【裏書】校異源氏物語によるに冨田仙助氏蔵伝為家本とも相違ありて同書とは同一本にあらざることしらる【裏紙表】
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調
査
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